
(法第 28条第 1項関係 「前事業年度の事業報告書」)

令和 5年度の事業報告書

令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 NPO法 人木漏れ日
1 事業の成果
当法人の目指してきた高齢者の生き甲斐作りと健康増進への貢献は確実に成果をあげてまいり

ました。「長浜食堂」の知名度も上がり年間利用者はのべ 15,000人を超え、その取 り組みに関

心を持つ方々が市内はもちろん県外からも訪れています。活動を開始して 4年、働 く高齢者も

その存在がなくてはならないものとなってまいりました。超高齢化社会の到来を見据えてその

取り組みが必ずや将来の指針となると確信 しています。また、法人が開設 している「コミュニ

ティサロン」も孤立化する高齢者の交流の場として利用者やグループが活発に利用しています。

今後とも次の世代に引き継ぐという気概をもつて事業に取り組みます。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事 業 名

(定款に記載

した事業)

具体的な事業内容

(A)当該事業の

実施日時

(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数

(D)受益封象

者の範囲

(E)人数

事 業 費 の金

額 (単位 :千

円)

地域コミュニ

ティの運営及

び高齢者の生

活充実 。支援

事業

「長浜食堂」で働く高齢者

は働くことの喜びと身体

機能の低下防止に努めて

おり平均年齢 74歳 とは思

えない健康を維持 してい

ます。

(A)令和 5年度

定休 日火曜日

水曜日

(B)長浜食堂

(C)1日 10人程度

(D)長 浜校区

を中心に

65歳以上

の方

(E)20人 (新

たな人 も

加わる)

地域コミュニ

ティの運営及

び高齢者の生

活充実・支援

事業

一人暮 らし高齢者が増加

する中、見守りと安否確認

の役割を果たしていくた

めにお弁当の無料酉己布や

来店状況をつぶさに観察

して民生児童委員 と緊密

に連携してきた。また、会

員 として登録いただいた

人 195人には全メニュー

から 100円害1引

(A)年間を通して

(B)長浜食堂

(C)常時 3人程度

(D)長 浜校区

を主 とす

る一人暮

らし高齢

者 (地元長

浜校区在

住 70歳以

上の方)

(E)延 べ 100

人以上

地域コミュニ

ティの運営及

び高齢者の生

活充実・支援

事業

コミュニティサロンでは

体操教室や老人会活動、さ

らには認知症予防を目的

にした 「オレンジカフェ」

の参加者が増加するなど

活発な活用がされてお り

ます。

(A)週 1回～2回

(B)長浜食堂コミ

ュニティルーム

(C)ボランティア

(D)長 浜校 区

の方 、サ

ー クル活

動 、食 堂

利用 の高

齢者

(E)延べ 700

人以上



地域コミュニ

ティの運営及

び高齢者の生

活充実 。支援

事業

収益事業「長浜食堂」では

地域の高齢者が有償ボラ

ンティアとして、惣菜の調

理や接客を行 うことで利

用者に喜んでいただいて

おります。

(A)週 5日

(B)長浜食堂

(C)交 代 で常時 6

人程度

(D)有償 ボ ラ

ンティア

(E)20人
(新 た な

人 も加わ

る)

(2)その他の事業

事 業 名

(定款に記載

した事業)

具体的な事業内容

(A)当該事業の実施日時

(B)当該事業の実施場所

(C)従事者の人数

事 業 費 の金

額 (単位 :千

円)

実施 しなかった

(備考 )

1 2は 、 (1)には特定非営利活動に係る事業、 (2)にはその他の事業について区分を明らかにし
て記載する。

2 2(2)に は、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその

他の事業を実施しなかつた場合、「実施しなかった」と記載する。



NPO法人 木漏れ日

活動計算書
令和5年 4月 1口 から令和0年 3月 31日 まで 円

科   目 金  額
I 経常収益
1受取会費
2受取寄付金等

受取寄付金

受取補助金・助成金

3事業収益
食堂売上高

4その他収益
受取利息

雑収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

1事業費
(1)人件費

給与手当

(2)その他経費

食材費

消耗品費

器具什器費

光熱水道費

燃料費

通信費

支払報酬等

租税公課

雑費

事業費計

2管理費
(1)人件費

給料手当

(2)その他経費

通信費

支払報酬等

雑費

管理費計

経常費用計

当翔経常増減額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

当期経常外増減額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

0

0

12,000

14,911,640

20

0

0

12,000

14,911,640

20

14,923,660

14,750,533

5,140,550

6,381,558

604,126

93,278

1,254,696

48,569

42,776

132,165

525,700

527,115

14,750,533

O

0

0

0

0

173,127

0

0

0

173,127

103,800

69,327

220,535

289,862



NPO法人 木漏れ日

貸 借 対 照 表
令和6年3月 31日 現在

円

科   目 金  額

I資産の部
1.流動資産

現金預金

棚卸資産

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

■.流動負債

未払金

借入金

未払税金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

3,235,528

50,500

0

0

3,286,028

0

3 286

2,996,166

289,862

0

0

0

0

0

0

1,366,666

1,000,000

629,500

2,996,166

0

0

289,862

0

3,286,028



NPO法人 木漏れ日

財 産 目 録
令不日6年 3月 31日 現在

円

科   目 金  額
I資産の部
1.流動資産

現 金

預 金

棚卸資産

未収金

現金手許有高 (売上金)

大分銀行ノージン支店 普通預金

食材等期末有高

流動資産合計

2.固定資産

(1)有形固定資産

器具備品

車  両
有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Π負債の部

1.流動負債

未払金

借入金

未払税金

流動負債合計

2.固定負債

3月 分 給与、食材費等 日本食研他

運転資金借入金

確定消費税及び確定法人税等

固定負債合計

負債合計

正味財産

259,140

2,976,388

50,500

0

0

3,286,028

0

0

0

0

0

0

0

0

1,366,666

1,000,000

629,500

3,286,028

2,996,166

0

0

2,996,166

289,862


